
キリスト者共同体司祭。1954 年札幌生。1978 年渡独、キリスト者
共同体大学全過程終了後、1985 ～ 1999 年ドイツで司祭として活動、
同時にシュタイナー学校での宗教教育にあたる。1999 年帰国。2000
年 6月に 3人の司祭とともに日本のキリスト者共同体を創設。

小林直生さん

http://www.forum3.com/

音楽療法士・東福ヴァイラー眞弓さん

子どもの個性にあった
楽器選び
子どもの本質にあった音楽とその親しみ方

お申し込みは tel、 faxまたはmail にて
参加者氏名・住所・TELをご連絡下さい。

フォーラム・スリー
tel. ０３－５２８７－４７７０
fax. ０３－５２８７－４７７１

info@forum3.com

オープンフォーラム早稲田
 地下鉄東西線早稲田より徒歩5分

ドイツ在住の音楽療法士・東福ヴァイラー眞
弓さんが、日本アントロポゾフィー医学のた
めの医師会の招きで来日されます。フォーラ
ム・スリーでは、「子どもの個性にあった楽器
選び」をテーマに講座を企画しました。

すべての子どもは天来の音楽的な存在です。
しかも、その音楽的な質は子どもの成長ごと
に変化していきます。さらに、ひとりひとり
の子どもが多様な音楽的個性をもって生きて
います。私たちは、子どものなかに生きてい
る音楽をどのように発見し、その子にふさわ
しく育ててあげることができるでしょうか。

子どものなかの音楽、子どもの成長と音楽、
子どもの個性と音楽…、さまざまな音楽と子
どもの関係について東福さんの豊かな経験に
耳を傾けながら、子どもと楽器の出会いをど
のように大人が手助けできるのか学びたいと
思います。

※ キンダーハープ、鉄琴、木琴、笛など、お手
持ちの楽器があればぜひご持参ください。

2007 年 5月 20 日（日）14:00 ～ 16:00
オープンフォーラム早稲田にて
参加費：2,000 円
お申し込み
フォーラム・スリー 
tel.03-5287-4770 / fax.03-5287-4771
主催：フォーラム・スリー
後援：アントロポゾフィー医学のための医師会

東福ヴァイラー眞弓さん
ドイツ在住の音楽療法士。大阪芸術大学演奏学科ピ
アノ専攻卒業。1985 年よりドイツでシュタイナー医学
と人間学に基づく音楽療法士養成学校に学び、修了。
1990 年よりドイツ、スイスのシュタイナー医学に基づ
く病院にて実習および休暇代理を務める。1991年よ
り南ドイツにある芸術療法院テラポティクムの音楽療
法士となる。2006 年より日本の IPMT（国際アントロ
ポゾフィー医学ゼミナール）において音楽療法講座の
講師を務める。現在は、子育てのかたわら、音楽療法、
メルヘンと療法楽器によるコンサート、歌が苦手な子
どもに対する手助け、翻訳などを行っている。


